2009道本部総合政策局発第064号

2008年１１月１４日

各　地本・単組・総支部委員長　様

各　社会福祉評議会四役・幹事　様

各　福祉事務所専門委員　　　　様

各　保育部会幹事　　　　　　　様

各　障害労働者連絡会幹事　　　様

各　地本・単組現業評議会様
自　治　労　北　海　道　本　部
　執行委員長
三浦　正道
(公共サービス政策部)
第８回道本部福祉集会の開催について（その1）

日々のご活躍に敬意を表します。

政府は、予算のプライマリーバランスの均衡を図ることを口実として、２００６年度から社会保障費を毎年、２２００億円圧縮する政策を進め、その結果、社会福祉制度は大きな危機を迎える事態となっています。また、規制緩和や市場化によって、社会福祉分野は大きな矛盾を抱え、コムスン問題のように、制度の根幹を揺るがすような事件も発生しています。

こうした制度改革の動向は、施設・事業所の運営や福祉労働のあり方に大きな変革を迫るものであり、より直接的に福祉労働者の雇用・労働条件を脅かす内容ともなっています。特に、賃金・労働条件の悪化をきっかけに深刻化している、福祉人材の枯渇は、少子高齢社会を迎えた今日、深刻な問題が発生にするに至り、現在、介護報酬改定の議論が進められています。

自治労道本部は、こうした動向を踏まえ、制度改革の現状について学習し、今後の課題に向けて意思統一するため、生活保護、児童福祉、障害、高齢者福祉など、福祉関係労働者全体を対象とした「第８回福祉集会」を開催します。

各地本・単組・総支部におかれましては、組合員へのご周知と積極的なご参加をお願いいたします。また、組織拡大に向けて、社会福祉協議会をはじめ未加盟・未組織福祉関係労働者の参加に向けた取り組みを引き続きお願いいたします。

記

１．開催日時　　2009年１月３１日（土）９：４５（９：１５受付開始）～１７：００
２．会　　場　

○　全体会　９：４５－１４：００
会場：札幌市・かでる２．７「大会議室」　

（札幌市中央区北2条西7丁目　℡：011-204-5100）
○　課題別分科会　１４：００－１７：００
会場：札幌市・かでる２．７各会議室、北農健保会館など

分科会会場割については、参加者集約後お知らせします。
３.日程（１月31日）

　　9:15　　　　　　受付開始

　　9：45～14:00　全体会(11:50～12:50昼食休憩)

  あいさつ　
リレー講演
〇介護保険制度改定について　　　　　　　講師：厚生労働省老健局（予定）
〇障害者自立支援法見直しの動向について　講師：厚生労働省（予定）
14：00～17：00　課題別分科会
第1分科会［生活保護の課題］
	生活保護基準の引き下げ、格差社会の広がりと反貧困の新たな運動や「漏給・濫給対策」、通院移送費問題の中で、福祉事務所の機能強化と専門性の確保をどう図るのか。情報交換・意見交換を行います。



第２分科会

	★テ－マ別分科会Ａ「地域包括支援センタ－と介護予防」
高齢者の総合相談窓口として設置された地域包括支援センターは、財源不足や実施体制の不十分性、更には介護予防支援事業や予防給付の制限的な運用など、課題が多い。介護保険制度改正の中で今後の役割について議論します。
★テ－マ別分科会B「介護保健・在宅」
　介護報酬改定の作業が進むなか、人材確保指針の策定を踏まえ、労働条件の改善へ向けてどう取り組んでいくのか。また、利用者本位のサービスや介護の質を確保できるのか。職場実態を踏まえ議論します。
· テ－マ別分科会C「高齢者施設」
介護報酬改定の作業においては、施設報酬のあり方の議論が進んでいる。前回改定では、ホテルコストの導入と施設における介護報酬は－４％となっているが、問題点を共有し、課題克服に向けた意見交換を行います。


第３分科会［障害者自立支援法の課題］
	障害者自立支援法が施行されたが、多くの批判の中で、政府は制度の一部改定を行った。しかし、利用者負担の導入によるサービス利用抑制や自治体補助の有無による医療者負担のの格差、施設運営費の大幅減額を理由とした関係職員の雇用・労働条件の悪化など問題は依然として変わらない。課題克服に向けた意見交換を行います。




第４分科会［要保護児童対策と市町村、児童施設、児童相談所の連携について］
	要保護児童対策協議会の設置が進んでいるが、社会的養護の重要性は認識されつつも、実施体制には様々な課題がある。また、児童虐待が一向に減らないなか、児童施設、保育所、保健センター、市町村、児童相談所の更なる連携が強く求められている。情勢・課題を踏まえ討論・情報交換を行います。



第５分科会［働く障害者のつどい］
	障害者雇用の推進と障害をもつ労働者がよりよい労働環境で働けるよう、職場環境の整備や労働条件の改善をめざすため、意見交換を行います。


４．旅　　費　　各単組負担

５．弁　　当　　弁当（お茶付）を斡旋(1,000円)します。希望する方は申し込み欄に○を記入してください。

６．参加者交流会　集会終了後、参加者交流会を開催します。

会費　５，０００円（予定）申し込み欄に○を記入してください。

７．参加申込　　＜別紙＞参加申込票に必要事項をご記入の上、2009年１月16日（金）までに公共サービス政策部あてにFAX送信してください。（可能なかぎり年内における申し込みをお願いいたします。）
８．連絡先　　　公共サービス政策部・社会福祉（野城・小杉）
TEL：011-747-3211／FAX：011-700-2053

＜別紙＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009年１月１６日（金）申込締切
道本部公共サービス政策部（野城・小杉）宛て　　　　　　FAX：011-700-2053
第８回道本部福祉集会（１月３１日開催）参加申込票
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· 分科会欄は「希望される分科会番号」を、「交流会」欄は出欠の○か×をご記入下さい。

· 第２分科会は、テ－マ別分科会名も記入して下さい。（例「２－B」）

· 「備考」欄には、組合役職名等をご記入下さい。（「福祉事務所専門委員」は必ずご記入）

· 弁当斡旋希望者は欄に○を記入してください。

	道本部への連絡事項など
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